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飛行場管理事務所で、新所長と協議！ 
 去る５月 27 日に、当会は、調布
飛行場管理事務所に於いて、坂井新
所長以下、東京都の担当職員と会合
をもち、昨年９月のオーバーラン事
故の調査続報などについて、語り合
った。事故に関しては、国の運輸安
全委員会の報告が、まだ発表になっ
ていないとのことで、最終結論は得
られなかったが、しかし、事故を風
化させないという、飛行場周辺住民
の意志を示したという点では、価値
のあることであった。 
 
   誘導路改修何のため 
 一方、この日、誘導路を改修する
工事が、まもなく始まるという話が

あった。単なる補修工事かと、問題
にしなかったが、その後、８月 30
日の防災訓練のときに、重量制限を
大幅に超えるヘリコプターを使用
するという話が出てきた。（裏面参
照） 
 制限オーバーの機体を使用する
ことそれ自体、大変に問題であるが、
仮に、この工事と防災訓練に関連が
あったとすると、地元の了解が得ら
れる前の段階で、了承を前提に、工
事を先行着手したことになり、これ
また問題である。 
 この点については、今後とも調査
をしていく予定である。 
 

 
 
 
 
   こんなに不便な飛行場！ 
          鵜澤希伊子 
 昨年９月の「オーバーラン事故」
の結果が、未だに知らされないので、
５月 27 日、管理事務所に世話人が
７人、参集した。 
 筆者は、長年調布に住み、飛行場
問題に関わってきたのに、ここに行
くのは初めて。京王バスの停留所は、
よく目にしていたので、そこから直
ぐだと思っていた。ところが、歩け
ども歩けども………。こんなに不便
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な飛行場をよく利用するものだ。１
度使ったら、こりごりするのでは。 
 新所長は坂井良充氏。全く無関係の
部門からの異動という。これから勉強
するとのこと。もう１人の近藤氏も新
任の由。前からいる方が、質問に答え
てくれた。 
 オーバーラン事故の結果、まだ報告
が来ない由。事故当時の写真など資料
は纏めてあると見せてくれた。（事故報
告は）大事故が優先され、後回しにな
るだとか。 
 事故の予防については、月１回の関
係事業者と懇談会を開き、各パイロッ
トに、気流など、注意事項を徹底させ
ているという。 
 ４機目のドルニエ（東京都が数億も
補助して購入する新中央航空の離島便
の機体）の予算は？ 工事の予算は？ 
 大工事の予算などは、「すべて新宿
（の本庁）で計画し、掴んでいる。こ
こでは分からない。後から、現場（で
ある調布）に報告される」とのことで
あった。 
 あとは、管制官の民間移管による問
題点や新システムなどについて質問し
た。 
 最後に、本田氏が、「調布飛行場は、
世界でも珍しい都市内の空港で、最近
は近くに福祉施設、学校などの建物が
増え、空港と両立しない地となってい
る。市、市民が総力挙げて反対したが、
離島の必要を言われ、離島便のみと認
めたもの。これ以上拡大せず、（離島便
は）羽田に移行し、（調布は）無くする
方向で進めてほしい。私ども飛行コー
ス真下の住民は、20年余り、危険と騒
音にさらされつつ、撤去の運動を続け
てきた。新所長さんも、これまでの経
緯をご理解の上、私どもの願いを汲み
取った形の運営を考えて頂きたい」と
苦哀を訴えられて、会を閉会した。 

【前回までの要約】 
 
 調布飛行場に計器飛行を導入しようという計画があるが、それをやらないと
いうのは、都営空港化の際の重要な約束事であった。計器飛行では悪天候でも
飛ぶようになり、騒音・危険が激増するからである。ところが最近、「計器飛
行は離島便に限定されるから、たいした変化はない」という説が流されている。
しかし、それは、決して事実ではない。昨年の猪瀬発言でも、新規路線に言及
がある。新規路線の航空会社が、採算性を追求して、計器飛行を求めてきた場
合、仮に「離島便限定」なる約束がされたとしても、それが守られるものか。
むしろ、計器飛行が新規路線を呼び込む可能性がある。 
 
   本当に離島路線に限定された場合（１） 
 では、仮に、実際のところ、あまり現実的な話ではないのであるが、本当に
「離島便限定」なる約束がなされ、それが守られたとした場合には、どうなる
のであろうか。実は、こういう条件の下であっても、生活環境に与える影響は、
計り知れない。 
 まずは、騒音である。現在の離島便の就航率は、過去５年平均で、82％と公
表されている。これが、計器飛行の導入で、仮に 98％になったとすると、離島
便の飛行回数は、それだけで、ほぼ２割増となる。しかし、問題は、それだけ
にはとどまらないことである。旅行会社の存在を忘れてはならない。 
 新聞や雑誌の広告で、旅行会社の広告を目にすることは、珍しいことではな
い。電車やバス、航空機を使用した、さまざまなタイプの旅行が企画され、団
体旅行への参加が呼びかけられている。しかし、現在、調布飛行場を使用する
企画は、存在しない。なぜかと言えば、まさに、計器飛行が導入されておらず、
就航率が低いために、そのような企画は立てられようもないのである。就航率
が、82％では、往復となると、0.82×0.82 というわけで、実現の可能性が３
分の２となる。これでは、企画がないのも、当然のことであろう。 
 しかし、これは逆に言えば、計器飛行が導入されて、就航率が上がり、そう
いった旅行会社が大々的に参入し、旅行の企画が山ほど立てられたとしたら、
どうなるであろうか。結果として、基本的な時刻表上の飛行回数を大きく押し
上げる危険性を否定することはできない。要するに、82％から 98％への２割増
に収まるという保証など、どこにもないのである。 
 思い起こせば、調布飛行場の都営化の際、住民説明会で、調布－大島便は、
１日１回との説明を受けたものである。それが、今では、３倍に増えている。
需要が増せば、供給も増すという、経済の原則そのままである。それと同じこ
とが、計器飛行を導入してしまえば起こるであろう。仮に、ダイヤ上の飛行回
数が４倍になり、就航率が２割増となれば、その飛行回数は、４×１.2で、５
倍となるのである。 
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重量制限オーバーのヘリの使用を認める！ 
 去る６月 22 日、調布飛行場対策
協議会が開かれたが、ここで何と、
重量制限の１.7 倍もある、超大型
ヘリの使用を認めてしまった。 
 問題のヘリは、ユーロコプター式
ＥＣ２２５ＬＰ型。最大離陸重量は、
11ｔ。調布飛行場では、「換算単車
輪加重」という形式で、重量制限が
２.9ｔと定められているが、この機
体の重量を、その形式に変換すると、
４.95ｔ。 
 騒音も非常に大きく、進入時には、
98.9db（デシベル）もあるという。
デシベルというのは、いわゆる対数
で表示されており、数字が 10 増え
ると、音の大きさは、10 倍という
ことになる。数字が３増えると、音
の大きさが、約２倍になると考えて
もよい。調布にある飛行機は、騒音
が、75db 前後のものが多いが、今
回のヘリは、単純に考えれば、その
200 倍程度ということになる。 
 このヘリは、８月 30 日の防災訓
練での、１回の使用のみとのことだ
が、１度認めてしまうと、あとはフ
リーパスになってしまうというの
が、調布のルール。とんだ軽率な判
断をしてくれたものである。 
 
   当日に資料を配布 
 特に問題なのは、これだけ重要な
内容の討議があるにも関わらず、そ
の資料を、当日になって配布したこ
とである。これでは、質問するにも
提案するにも、事前の準備が何もで
きないではないか。意識も自覚も持
たない委員ならともかく、きちんと
討論しようと思っている、まともな
委員であれば、これでは、到底やっ
てられないであろう。 
 実際、当日の会議で、この問題の
核心に触れるような議論は、結局、
皆無であった。こういう条件の下で、
まっとうな議論などできようか。 
 
   何のための制限か 
 さらに、けしからないのは、調布
市の説明である。重量制限をオーバ
ーしているが、そのことについて、

「都営航空条例では、『知事の許可
を受けた場合』は、『空港施設がそ
の航空機の安全な離着陸に耐えう
るかどうかを確認』した上で、許可
できると規定されています」などと、
何も問題がないかのような発言を
している。 
 そうではないだろう。そもそも、
なぜ調布飛行場に重量制限が設け
られたのかと言えば、ここが、世界
でもあまり例がない、住宅密集地の
中の飛行場だということである。周
辺住民の被害を最小限にとどめる
ために、重量制限を、わざわざ設け
たはずである。「制限オーバーでも、
物理的に可能ならば良い」というこ
とでは、決してない。こんな協議会
の議論によって、騒音を浴びせられ
ることになるのは、たまったもので
はたまったものではない。 
 「防災」という考え方それ自体は、
とても大切なことであろう。災難を
防ぐということだからである。しか
し、飛行場周辺住民にとっては、騒
音そのものが、大変な災難なのであ
る。そういうことを考えない立場で、
いくら防災訓練を重ねても、いざと
いうときに、本当の意味で住民のた
めになる、救難活動などにはつなが
らないであろう。 
 防災訓練も、重量制限を設けた、
本来の趣旨を忘れずに、やってもら
いたいものである。 
 

   出席委員の報告 
 ６月 22日に開かれた協議会で、防災
訓練に重量制限を大幅に超えるヘリコ
プターが来ることが提案され、承認さ
れました。その前の月に、調布飛行場
の所長から聞いていた、誘導路の補修
工事についても、説明がありました。
防災訓練と誘導路工事は、どちらが先
かと質問しましたが、市からは「聞い
ていないので問い合わせてみます」と
いう返事でした。 
 重量制限オーバーについては、テス
トと調査を事前に行う（ので大丈夫）
とのことでしたが、どうでしょう。専
門委員からは、普通の飛行機とヘリと
では、別の着陸の基準が必要ではない
かという意見もありました。 
 離島の方で、調布との定期便の計器
飛行が実施されたとの報告がありまし
たので、何回行われたのかと質問した
ところ、新島と神津島で１回ずつとの
ことでした。前月に飛行場の所長から
聞いた数字と同じで、何ら変化がない
ことが分かりました。 
 （協議会には）毎回参加しています
が、当日に資料を配布されて、事前に
調査したり、質問を用意したりできな
いのが残念です。さらに、（現在、各自
治会選出の）委員の選出も、公募とい
う形で、公正と透明性（の確保）を希
望したいと思いました。 
 
 
   石田課長が交代 
 東京都で、調布飛行場を担当してき
た、港湾局の石田課長が、６月 30日付
で異動となりました。国土交通省航空
局出身で、都に出向という形でしたが、
これで本省に戻る模様です。真面目に
仕事をやるタイプに見えましたが、在
任中は、猪瀬暴言やオーバーラン事故
に遭遇し、損な役回りを強いられた感
もありました。我々飛行場周辺住民と
は、立場を異にしましたが、ともかく
も、お疲れ様でした。 
 後任は、阿南課長。同じく国土交通
省航空局出身。人物像等については、
追ってお知らせしていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 おかげさまをもちまして、当会も、
発足 20 周年を迎えることができま
した。最初の集会が、1989 年８月
６日。大変な雷雨の中、今はなき「調
布市市民センター」に、40 名近い
人が集まったと記憶しております。 
 当時、調布飛行場は、将来的には
廃止と決まっていたはずでしたが、
その中で東京都が、突如として、そ
の存続を、「六者協」と呼ばれてい
た、地元の協議機関に提案してきた

わけですから、その衝撃には大変な
ものがありました。怒れる多くの市
民が結集し、会員は一気に500 名ほ
どに膨らんだものでした。 
 調布市が飛行場の存続を認めて
しまった現在、積極的に活動する人
は限られておりますが、月１回の世
話人会や、年平均４回程度の、東京
都や調布市との対外交渉など、地道
な活動を続けております。 
 飛行場の廃止や管制官撤退の阻

止など、できなかったこともいろい
ろございましたが、飛行場拡大計画
を暴露するなど、一定の役割を果た
せたのかなと、自負しております。 
 今後とも、生活環境のためにがん
ばってまいりますので、ご支援のほ
どを宜しくお願い申し上げます。

調布飛行場 

対策協議会 

これが問題の超大型へり 

町を彩った
当会のポス
ターより 



 


